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2021.11.11 りそなアジア・オセアニア財団第 9回環境シンポジウム （於：シティプラザ大阪） 

第１部講演録 

「川から海へ、意識をつなぐ 

『かめおかプラスチックごみゼロ宣言』」 
 

亀岡市 市長  桂川 孝裕 
 

 

 皆さんこんにちは。ただいま紹介いただきました亀岡市長の

桂川孝裕です。亀岡市は、京都と大阪に接する人口約 8 万７

千人の町です。「とかいなか（都会＋田舎）」と言いまして、大

変自然が豊かで、しかし京都へは 30 分、大阪へ 40 分、神戸

へも１時間ぐらいで行ける距離にあります。盆地ですので、ち

ょうどこの時期は、よく霧が出ます。私はこの霧を、大地の呼吸

と言っています。先週 その亀岡の霧のテラスをＮＨＫさんにテ

レビ放映いただき、大変多くの方に見に来ていただけました。

その霧が、亀岡の素晴らしい京野菜をはじめとする農産物を

育んでくれているのです。 

 

 私どもの町は、保津川下りやトロッコ列車など、まさに保津川

という母なる川を中心に観光事業が行われています。コロナ前

は年間約 150 万人の観光客が、トロッコ列車に 120 万人、保

津川下りに 30 万人から 35 万人が利用する、川の観光を中心

に成り立っている町でした。 

 

 

 

 しかし残念なことに、２０年ほど前から大水が出るとペットボト

ルやプラスチックのゴミが川を覆うようになり、特に樹木にはレ

ジ袋などが引っかかり、まさに観光業にとってデメリットとなる

状況が出てきました。「京都の自然を楽しみに来たのに、こん

な汚い顔を見せるのか」と保津川下りの船頭さんへ投げかける

方もあり、我々の故郷の川を守る取り組みをしなければならな

いということが、プラスチックごみゼロ宣言の原点となりました。 
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 私は 1999 年、亀岡青年会議所の 2020 年ビジョン特別委員

会メンバーとして 20年後の亀岡の未来をどうするかを議論し、

「『エコロジックミュージアムの創造』世界に誇る環境先進都市

の実現」を掲げ、20 年後の亀岡は環境を政策の切り口として

進めていくことを決定しました。そして私が初代の環境委員長

になり、保津川の河川清掃を始めました。2004年からは、保津

川下りの船頭さんたちにより、保津川を守っていこうという取り

組みが始まりました。NPO 法人プロジェクト保津川は、私が設

立発起人の一人になっていますが、川のゴミ調査を行ってい

ます。亀岡からゴミを流すと、大水が出ると大阪湾まで 1 日で

到達するというような GPS を使った実験なども行ないました。

2012 年、海のない亀岡で「海ごみサミット 2012 亀岡保津川会

議」を開催しました。丁度私が府議会議員の時でしたので京

都府からも予算をいただき、世界中から 500名ぐらいの方が集

まりました。会議に併せて「川と海つながり共創プロジェクト」を

設立し、川の下流域や上流域などいろんな団体の方々とコラ

ボしながら、保津川を守っていく取り組みを始めました。2015

年の市長選出馬においては「かめおか未来チャレンジビジョ

ン」というマニフェストを作り、環境先進都市を目指すことをビ

ジョンへ明確に掲げ、当選後「亀岡ゼロエミッション計画」を策

定しました。 

 

 そして 2018 年「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」を発信

しました。プラスチックは利便性が高く安いのですが、一方で

安いから一回使い捨ててしまうことがほとんどで、残念ながら

故郷の川保津川を汚すごみになってしまいました。2019 年の

私の２度目の選挙では、具体的にプラスチック製レジ袋の提

供禁止条例の制定やエコウォーカー、ポイ捨て禁止条例をつ

くることをマニフェストに掲げて当選させていただきました。

2019 年「プラスチック製レジ袋の有料化」を実現したのですが、

まさしく困難の連続でした。ちょうど国がプラスチックのレジ袋

有料化を 2020年 7月から始めると発表した時で、それを 1年

前にスタートさせたものですので、それこそ地元事業者・小売

店との対話を必死に続けて、やっとの思いでこぎつけたという

のが実際のところであります。そして 2020 年 3 月に「レジ袋の

提供禁止に関する条例」を議会に提案しました。多くの議論が

なされた結果なんとか条例は制定しましたが、施行は一定の

市民の理解が広がるまで少し待つこととしました。また、条例

に従わない場合は事業者名を公表するという罰則規定を盛り

込むことも、議論のすえ承認をいただきました。そしてその年

の 7 月に国のレジ袋有料化がスタートしました。国は、レジ袋

は有料だが紙袋は無料だと言いました。私は直接小泉大臣に

お会いして、資源の問題、環境の問題を考えると紙袋も有料

化するべきではないか、ごみを減らすことがまさに地方自治体

にとっての大きな課題であると話をしました。国もいろいろな経

済団体があり簡単には動けないので話を聞いていただいたと

いうことですが、実は亀岡市では紙袋も有料化しており、今日

持ってきましたが、こういう紙袋を亀岡市が 5 種類作り、2 分の

1 は補助を出して 2 分の 1 は事業所に負担いただく。事業者

は利用者からその代金をいただくことで、有料化の取り組みを

進めてきました。そして今年の 1月、プラスチック製レジ袋の提

供禁止条例を施行したということです。おかげで、スムーズに

進むことができました。これも、職員をはじめ関係者の皆さん

が丁寧に地元の中小事業者に説明をしてきて、私も市民の皆

さんへ何十回とそういう場をもって説明を重ねてきた、まさに対

話によって成し得ることができたということです。 

 

 これは「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」の宣言文です。

2030 年までに使い捨てプラスチックを無くすことが大前提とし

て、市議会議長と連名で宣言しました。 



3 

 

 目指す目標として、エコバッグ持参率 100%、保津川から世界

規模の海洋汚染プラスチック問題へ意識を繋げる、プラスチッ

クごみを 100%回収する、イベントではリユース食器を使用、亀

岡は環境先進都市を目指すといった 5項目を掲げました。 

 

 市民の意識がどれだけ高まるかということが、この事業を進

めるうえでの大きな課題だったと思っています。市民の皆さん

へは特に懇切丁寧に、この保津川がまさに大阪湾につながり、

地球全体の海につながっているという意識を醸成していく取り

組みにより、アンケートからもそういう意識が高まってきたことが

分かります。レジ袋の有料化、提供禁止へも賛成の方が半数

以上となっています。ごみを分別して資源に変えていくことに

ついては、まだまだ理解が必要だと思っています。エコバック

の使用は、多くの方が利用をしてくれるようになってきました。

紙製レジ袋になっていることにも多くの方が賛成いただくような

取り組みにつながってきたところであります。 

 

 現在ではコンビニでも 98%以上の方々がマイバック、エコバッ

クを持って地元の人が買い物をしているようになりました。他府

県から来られた方はまだ理解が整っていませんが、コンビニ事

業者に聞くと、亀岡市にはこういう制度がありますよということを

レジの所に掲示して啓発をしており、大きなトラブルはないと

伺っています。エコバック持参率を増やし、レジ袋の枚数を減

らすことができてきた結果、河川調査を続けていますが、レジ

袋のゴミは格段に減ったと思っています。 

 

 その他、実は亀岡ではパラグライダーの発着点がありまして、

パラグライダーや気球などのスカイスポーツが盛んです。その

パラグライダーの帆となるこのプラスチック製のビニールは、何

年かすると買い換える必要があり、それをリユースしようというこ

とで、大きなフライバッグとして、イベントで 7～８ｍの大きなエ

コバッグを作って展示しました。 

 

 このような取り組みをしながら、このプロジェクトをまさに市民

参加によって、ワークショップでオリジナルエコバッグを作る取

組みを行いました。先ほどの大きなやつを開いて、自分の好き

なところを切り取って、その場で縫い合わせてエコバックを作

るという取り組みをやりました。このときはまだフライバックプロ

ジェクトということでの取り組みでした。 
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 その後亀岡は、芸術家の方々とコラボレーションして「霧の

芸術祭」を行っています。芸術家の方々と一緒に「HOZUBAG 

(保津バッグ)」を製作し、いま銀座のロフトでも販売しており、

全国 50 カ所以上でこのバックを販売しています。市民から亀

岡の HOZUBAGが佐賀空港にもあったよという話もございまし

た。クラウドファンディングで、リユースできるパラグライダーの

生地を作る古民家を借りまして、ここを拠点として障がいのある

方にも協力いただきながら、このエコバッグの生産を始めてい

ます。 

 

 銀座のロフトで、2020年 10月から HOZUBAG販売をしてい

ますが、おかげで多くの注文をいただくようになりました。フラ

ンスでも展示をされましたし、東京の国立美術館で現代の装

飾品として、美術館にも展示される取り組みが行われました。 

 

 いま亀岡市は、多くの企業からいろいろなことをやりたい、環

境事業をやりたいといったコラボレーションのオファーをいた

だいています。これはソフトバンクさんと一緒に子どもたちへ環

境教育を進めていくということで、ペッパー君を含めて連携協

定を結び、子どもたちへ環境学習を行っています。 

 

 ユニクロさんとは、エコバック持参とショッピングバッグの廃止

を連携して取り組んでいます。ユニクロの皆さんに亀岡の中学

校へ課外授業の形で来ていただき、ユニクロが取り組む自然

素材を含めた環境の授業を進めていただいています。 

 

 ブリタジャパンさんとは、プラスチックのペットボトルを無くす

取り組みとして、マイボトルを持つ取り組みを始めています。実

はペットボトルも、先ほど見ていただいた川の汚染として、大変

多く流れ着いています。これを無くしていくため亀岡市では、

ペットボトルの飲み物の自動販売機をなくしてきています。こ

のボトルをブリタさんから 1 万本くらい提供いただいています

が、実は亀岡は大変おいしい水が出るところですので、給水

スポットを作ってボトルを持参する取り組みを行っています。ま

たブリタさんも高校や中学校で環境授業を実施し、環境への

取り組みを応援いただいています。 
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 リバーフレンドリーレストランプロジェクト、これは環境を重視

するカフェやレストランを共に応援しながら、なるべくプラスチ

ックのスプーンやストローなどをなくしていく取り組みで、今ま

で 13店舗に登録頂いています。 

 

 公共施設には、おいしい水プロジェクトとして浄水器を設置

し、mymizu という給水アプリを開発した一般社団法人 Social 

Innovation Japanさんと連携し、ペットボトルを少しずつ無くして

いく取り組みを始めてきています。 

 

 そして市内では、いま多くの事業者のところで亀岡のおいし

い水を無料で提供いただく、「かめおか未来づくり環境パート

ナーシップ協定」を結んでおり、自分がボトルを持っていけば、

無料で水をもらうことができるという取り組みを、もう 40 カ所以

上のところで実施しています。 

 

 株式会社 DESIGN WORKS ANCIENT さんからポケトルとい

う小さなボトルを 7,000 本寄付いただき、お母さん方に持って

いただく形で、市内の保育園、子育て世代の方々にプレゼン

トいただきました。ここには亀岡の環境マークが施されておりま

して、こんな取り組みも進めてきております。 

 

 

 mymizu チャレンジとしてペットボトルをなくしていく取り組み、

実は亀岡市の職員も私も毎日マイボトルを持っていますが、

既に約 8 割の職員へ拡がっており、ペットボトル依存症から切

り離していく取り組みが進んでいます。またステンレスボトルの

資源化回収という取り組みも、タイガー魔法瓶さんと一緒にさ

せていただいています。 
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 エコウォーカーに現在 1063 人が登録しています。これは健

康維持のため歩いたり走ったりする人たちへ、週 1 回自分の

家の周りのゴミを拾ってもらう活動です。スポーツ感覚で取り組

んでおり、市民の皆さんとの交流を進めています。 

 

 エコウォーカーキッズは、保育園の子どもたちが自ら手を挙

げてくれているもので、自分たちが活動する範囲のところのご

みを拾う取り組みを進めてくれていいます。 

 

 亀岡では、環境を切り口に様々なチャレンジをおこなってい

ます。まずエネルギーへの取り組みですが、「亀岡ふるさとエ

ナジー株式会社」を作り、私が社長をしておりますが、太陽光

発電を買って売電しています。またこれまで放出していた下水

道からでる消化ガスを利用して発電に変え、その電気を買い

それをまた売電しています。いま亀岡の公共施設は 75%再生

可能エネルギーを使っています。また農業においてはまさに

環境に優しいエコ農業を進めています。オーガニック野菜を

作っていく取り組み。その他リサイクル、そして環境とのコラボ

レーション、次世代への教育の進め方。また、アユモドキの保

全ということです。特に亀岡は昨年の 1 月にスタジアムがオー

プンしましたが、本来作るべきスタジアムは今のスタジアムから

隣のところに 14 ヘクタールの土地を買って作る予定でした。

そこにアユモドキという魚がいて、環境団体からスタジアムを作

るなと言われましたので、私が市長になってすぐにスタジアム

建設地を変更し、新たな投資をおこなってアユモドキを市の魚

として未来永劫守っていくことを宣言し取り組みを進めてまい

りました。 

その他、エコツーリズムへの展開。実は亀岡市内の中学生は

保津川下りを貸し切って、ふるさと学習と称して保津川へ舟で

出て保津峡の中でごみ拾いや、自然観察をする取り組みも進

めております。 

 

 そんなことをしながら、亀岡は昨年 7 月に国の SDGs 未来都

市に認定をいただきました。経済・社会・環境というもののコラ

ボレーションによっていろんな取り組みを進めています。 

 

 最後に、市役所の地下 1 階にある今まで使われてこなかっ

たレストランを、このような形で「開かれたアトリエ」にして、毎日

こういったいろんな取り組みができる、人の交流できる場として

オープンしました。亀岡はこのような環境のまちづくりを進める

中で、これがいま経済につながってきたということです。亀岡

が環境で畑を起こし故郷の川を守る取り組みが、結果として亀
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岡の農産物、ふるさと納税での農産物の返礼品がどっと増え

て、お陰で私が市長になってから 59 億円のふるさと納税の寄

付を頂戴しました。環境をやっていると、経済とつながらない

だろうとよく事業者から言われましたが、いま実は環境をやるこ

とによって亀岡の知名度が上がり、それによってふるさと納税

へのアクセスが増えて、結果として経済がそのように回るように

なりました。昨年は 7 億円の地域の農産物を買い、全国に送

らせていただきました。そのように亀岡市は世界に誇れる環境

先進都市を目指した取り組みをこれからもますます続けていき

たいと思っています。その一つの柱が亀岡のプラスチックごみ

ゼロ宣言であったということです。本日はご清聴いただきありが

とうございました。 

（終了） 


